
組
合
に
は団
体
交
渉
権

泉
北
教
組
は
、
各
市
町
教

育
委
員
会
に
対
し
、
次
年
度

予
算
編
成
に
向
け
て
の
要
求

書
を
夏
休
み
中
に
提
出
し
、

２
学
期
に
交
渉
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
公
務
員
法

第
55
条
「
地
方
公
共
団
体
の

当
局
は
、
登
録
を
受
け
た
職

員
団
体
か
ら
、
職
員
の
給
与
、

勤
務
時
間
そ
の
他
の
勤
務
条

件
に
関
し
、
（
中
略
）
適
法

な
交
渉
の
申
入
れ
が
あ
っ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
申

入
れ
に
応
ず
べ
き
地
位
に
立

つ
も
の
と
す
る
。
」
と
の
条

文
に
基
づ
き
ま
す
。

泉
北
教
組
は
要
求
書
の
作

成
に
あ
た
り
、
「
職
場
要
求

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
集
約
中
で

す
。

学
校
の
施
設
・
設
備
の

改
善
も
勤
務
条
件

ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
「
あ

な
た
の
学
校
の
施
設
・
設
備

に
つ
い
て
、
改
善
し
て
ほ
し

い
と
思
う
こ
と
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。
」
と
の
項
目
が
あ

り
ま
す
。
地
教
委
の
中
に
は
、

「
各
学
校
の
施
設
・
設
備
に

つ
い
て
は
、
校
長
先
生
を
通

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
回
答

を
嫌
が
る
担
当
者
も
い
ま
す

が
、
学
校
の
施
設
・
設
備
も

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
私
た

ち
の
「
勤
務
条
件
」
に
含
ま

れ
ま
す
。
ま
た
、
施
設
・
設

備
を
改
善
し
て
ほ
し
く
な
い

校
長
先
生
が
い
る
わ
け
あ
り

ま
せ
ん
。
多
く
の
先
生
方
の

要
求
を
直
接
、
教
育
委
員
会

に
伝
え
ま
し
ょ
う
。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
以
下

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
ご
協

力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

○
労
働
時
間
に
つ
い
て

○
自
宅
へ
の
持
ち
帰
り
仕
事

○
泊
を
伴
う
学
校
行
事
の
振

り
替
え
に
つ
い
て

○
勤
務
時
間
に
つ
い
て
の
意

見○
職
場
で
の
管
理
職
等
に
よ

る
パ
ワ
ハ
ラ
等
の
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
に
つ
い
て

○
改
善
し
て
ほ
し
い
教
育
環

境
や
労
働
環
境
に
つ
い
て等
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「戦争法」を廃止させよう。子どもたちや自衛隊員を戦場に送るな。

長年の要求が実を結び

和泉市教育委員会傍聴人規則改善

昨年度要求書の【要求内容】及び【回答】は、

【泉北教組要求】新「地方教育行政法」のもとでも、教育委員会の独自性、

独立性を堅持するとともに、教育委員会の透明化や、総合教育会議も含め、

公開性の向上に努めること。また、教育委員会に対する請願や陳情の際、

市議会のように意見陳述を可能にする制度を取り入れること。

【和泉市教委事務局回答】地方教育行政の組織及び運営に関する法律の規

定に基づき政治的中立性の確保及び会議の公開、議事録の作成・公表等に

努めている。教育委員会での請願や陳情の制度については研究を進める。

というものですが、交渉の場では、とりわけ教育委員定例会の傍聴人数を

増やすことを強く求めてきました。

以上のような経緯もあり、今年度４月の教育委員定例会において規則の

改正が行われました。

【旧規則】傍聴人は、20人以内とする。

【新規則】傍聴人の定員は、会議ごとに教育長が定める。

改正理由に「教育委員会議を広く公開することを目的とし、・・・」と

あり、私たちの要求が一定反映されてい

ます。

小さな前進ではありますが、今後は抽

選にはずれた市民が会議を傍聴できない

という事態は無くなると期待しています。


